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久しぶりの集合形式となった育成会フォーラム。今回のテーマは「育成会」そのもの。人口の減少、福祉サー

ビスの充実に伴い、若い世代の新入会が減少し、育成会の存続そのものが危ぶまれている地域も、全国的に

少なくありません。それでも、育成会の存在意義を十二分に実感してきた世代として私たちに今、できることは何

なのか。改めて考え直すフォーラムとなりました。

全国手をつなぐ育成会連合会 副会長の小島幸子（こじまこうこ）氏を講師に迎え、小島氏の地元・栃木県で

のご家族との暮らしぶりなどを交え、育成会活動への取り組みを語っていただきました。

私が会長を務める栃木県手をつなぐ育成会のホームページ

には「おまかせ下さい。私たち手をつなぐ育成会は全国組織で

す」とあります。それを実感したケースをご紹介します。

近畿地方で、障害のあるお子さんとご家族とで生活されて

いた会員 A さんは、故郷の仙台市のご両親が要介護となり、

お子さんをご主人一人に任せることが難しく相談支援専門員

を中心に話し合いました。お子さんと一緒に帰省して仙台で

福祉事業所を利用する、あるいはお父さんとお子さん二人で

生活できるように新たな福祉サービスを利用する、などいろいろなことを話し合ったそうです。

その時、相談相手になってくれたのが地元・宮城の育成会会長と、実家のある地域の育成会会長でし

た。同じ親の立場だからこそわかる、様々な悩みを安心して話すことができた上、役所や事業所に対して

もフットワーク良く動いてくれて、Ａさんの心の支えになっているそうです。コロナ禍の影響もあって

人とのつながりが薄くなっていることを実感することも多いですが、いざ困ったときには「あなたのそ

ばの育成会」を頼ってください、と声を大にして言いたいですね。

栃木市の育成会は賛助会員を入れても 65名。「研修会がためになったので」「引っ越してきて、知人か

ら紹介されて」「父親同士でつながりたいと思って」など入会してきた方々の動機も様々。ここ数年はコ

ロナ禍で活動の制約や自粛が求められ、今年あたりから徐々に行事ができるようになっています。

【栃木県・各地域育成会の活動いろいろ】

などなど…  
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防災館や福祉施設の見学

研修目的ならば無料の

市のバスを借りて。

道の駅やお菓子パークなども

入れて、学び+楽しいに

日帰りのバス旅行

行き先は人気スポット

→すぐに満員御礼

シンポジウム

障害者週間に合わせ

市との共催で

地域生活支援拠点や

成年後見制度など、

関心の高いテーマ

スマホ教室

県デジタル戦略課と、

ソフトバンクの協力で

本人活動

現地集合でランチや

音楽レクレーション
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参加する保護者も

お父さん出番ですよ事業

お父さんなど

男性だけの

懇談会&懇親会

研修会

講師と私（小島氏）のやり取りを

入れ、眠くならないように

生活サポートノートを書く研修会

オンライン、ハイブリッド開催も

障害理解啓発

キャラバン隊

「カラフル BOX」と

警察学校・消防学校へ
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会員へのお便りはマメに
郵送料がかかっても

気づいたら退会していた
というケースもあるので
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グループ LINEの活用

オンライン会議



このような活動を楽しくやってきて、育成会の強み・良いところというと、地区事務局を担う市役所や

社協の協力が大きい、また最近、親以外の賛助会員（町議など）が微かに増えているところでしょうか。

一方で、私が会長になってから 10年、説得には行ったのですが町の育成会が二つも解散してしまいま

した。解散の理由は高齢化に伴い、役員を引き受ける人がいない、ということ。お子さんが施設やグルー

プホームに入所されると、そこの保護者会だけで十分だというのです。

全国の育成会に実施したアンケートからも同じような話がたくさん聞かれました。若い人が入会しな

いという課題については、「あなたたちはいいのよ、恵まれているの、私たちの時代なんて…」と古参の

会員が“日本昔ばなし”みたいな話をする、というエピソードもありました。育成会でもお姑さんに会い

たくないなぁと思いますよね（笑）もちろん育成会の歴史は素晴らしいものです。だけど、若い人のお話

も聞いてみてほしい。福祉サービスが充実しても、逆に人とは繋がれていなかったりするようですよ。

小さな地域ならではの、小さい頃から知っている、顔が見える仲間たち。育成会活動で大切なのは、仲

間だからこそ共感できることがあること。全ての人たちに、どんな状況になっても温かいサポートがあ

ることを伝えていかなければならないのです。

障害のある人が地域で生きていくための課題は山積みで、すぐには解決できなくても、行政や関係機

関のみなさんが話を聞いてくれるのは、先輩方が長い年月をかけて信頼関係を築いた努力の賜物と思い

ます。育成会の取り組みは、自分も楽しくないと続けられないですよね。長崎のみなさんの考えも聞いて

みたい。心を一つにして前を向いていきましょう。

フォーラムの後半はグループに分かれ、「育成会の良いところ、困ったところ」「若い会員が入会するには」をテ

ーマに話し合い、発表してもらいました。

「会員同士が仲良く、つながりが保てている」「会員から利用中の事業所の情報などが得られる」といった良い

ところに関する意見の一方、「役員のなり手がいない」「入会メリットが不透明」「会費が負担」など困った点も。

そんな中、「運動会やキャンプなど、育成会の魅力を知ってもらう活動の展開」「特別支援学校との連携」「会

費の見直し」など、現在すでに実行している育成会の取り組みには、今後、入会のお誘いの参考にできるのでは

という他の育成会からの意見も出ました。

地域の育成会のメンバーが一堂に集まり意見を交換し合うことで、お互いの悩みに共感したり、共通の課題

に向き合うことができ、有意義な時間を過ごせたフォーラムとなりました。

フォーラムに参加して

今回の研修のテーマは、今、私たちが直面している課題そのものであり、参考にしたい思いで、役員で参加を

しました。講師の小島副会長さんは、自閉症の息子さんを育てながら地元栃木県の育成会活動に始まり、今で

は全国育成会連合会の役員として幅広く精力的に大活躍されているそうです。障害者理解啓発活動には、共生

社会の実現に向けて警察学校や消防学校で出前講座を実施されていました。

意見交換会では「どうする育成会」のテーマに沿い育成会の良いところ探しを行いました。忘れかけたことも思

い出され、各グループから発表。育成会は全国組織であるから新しい情報がいち早く提供され、要望も取り入れ

てもらうことも忘れてはなりません。私たちは先輩会員に声をかけてもらったことで、親同士、子ども同士が楽し

い交流をしている今があります。若い方にもこの声掛けを引き継げば良いことなのに、ためらっている自分がい

ます。小島副会長さんの言葉のように「楽しいところ」に目を向け、活動内容を見直し、一人でも多く会員増を目

指し「良かった」「役に立った」の声が届くよう、今後の活動に生かしていきたいです。（平戸市手をつなぐ育成会

会長 大久保ひろ子）

コロナ禍の影響もあり、人と人とのつながりが薄くなっている今日この頃、栃木市の育成会の状況と県の活動

報告があり、意見交換会では育成会の良いところ困ったところの話をしました。

私の育成会でも役員を引き受ける人がいない、役員の高齢化、総会・定例会の出席者が少なくて困っていま

す。参加したみなさんと意見を交わしたことで、今後は出席者が増えるように頑張りたいと思います。（長崎慈光

園育成会 村田 榮）
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さる１０月８日（日）に、４年ぶりの集合型開催で九州地区手をつなぐ育成会の福岡市大会が、福岡市の福岡

国際会議場で開催されました。まだコロナ時代の影響もあるのか１日だけの開催でタイトなスケジュールとなっ

たようです。

この大会で、長年会長職を勤めてこられた久保厚子氏が退任され、新しく東京都の佐々木桃子氏が全国手を

つなぐ育成会連合会の会長となられたことが発表されました。全育連も新しい会長を迎え、なお一層の飛躍を期

待するところです。（写真下↓：佐々木桃子氏）

なお、久保氏は７月に全育連の顧問として就任され、国のさま

ざまな審議会の委員として活躍され、育成会の立場を貫いた施策

提言をすることで知的障害のある人たちの生活向上に大いに貢

献されておられます。そのことにより九州地区手をつなぐ育成会

協議会より感謝状の贈呈がありました。久保顧問は「みなさまか

らのねぎらいの言葉が何よりうれしいこと」だと謝辞を述べられま

した。久保顧問の今後益々のご活躍に期待を寄せ、私たちも各

地域での育成会活動に頑張っていこうと思いを新たにしました。

さて、大会では久しぶりに来賓列席の式典で２２名の功労者に表彰状が贈られました。

長崎県育成会からは慈光園 壽福 薫氏と林 幸子氏が受賞され、

福岡大会には壽福氏のみ参加されました。（→写真：慈光園 壽福氏）

そのあと、中央情勢報告（又村あおい常務理事）、午後からは「親な

き後の本人の暮らしの現状と課題について」をテーマにシンポジウム

形式で全体会が行われました。         

中央情勢報告では主に法制度の昨今の動きが主な内容でした。

・児童発達支援センターや放課後等デイサービス

→総合支援型を基本とし、多様な障害等への専門機能を強化
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・障害者の居住支援

→本人のライフステージに応じた新たな類型として、通過型のグループホームの制度化

地域生活支援拠点や基幹相談支援センターの設置も市町村の努力義務として位置づけ

・就労系支援

→就労系障害福祉サービスの利用を希望する人に対する就労選択支援などの新しい内容が追加

・成年後見制度

→法務省の研究会に久保顧問が引き続き参画

民法改正や成年後見制度に関する抜本的な見直しまで踏み込んだ議論が期待されます。

シンポジウム「親なき後の本人の暮らしの現状と課題について」

・コーディネーター  池田 顕吾氏（福岡市東区第 1 障がい者基幹相談支援センター長）

・助 言 者       又村 あおい氏（全国手をつなぐ育成会連合会 常務理事兼事務局長）

・発 表 者

〇保護者の立場から           古川 直美氏（福岡市手をつなぐ育成会保護者会）

〇グループホーム事業所の立場から 山川 泰氏（果樹の家 管理者）

〇事業所協議会の立場から       十島 真理氏（九州地区事業所協会）

〇介護保険事業所の立場から   小山田 望氏（特別養護老人ホーム桜ケ丘施設長）

シンポジウムでは、介護事業所の小山田氏が登壇され、知的障害者の６５歳問題についてが課題となりまし

た。知的障害者については、共生型サービスとして介護事業所で受け入れが進んではいるが、介護事業所の現

場が認知症と知的障害の自立観の違いや特性について正しく理解されていないようで、支援のあり方の相互乗

り入れをしっかり実現できるよう、介護事業所の研修が必要だろうと発言されました。しかし、それは障害福祉サ

ービス側も同様で、相互理解を深めていくことの重要性を改めて確認しました。

親なき後の制度を多様な視点で捉え、知的障害のある人たちが本人らしく自己を尊重され生きていける社会

となる様、社会へ、地域へ、今後もしっかり働きかけをしていきたいものです。（谷）

福岡大会本人大会では３つのコースが準備され、長崎市、西海市、島原市の本人さんたちが参加しました。

「本人発表コース」ではグループに分かれ、サイコロトークのさまざまなお題で盛り上がり、他県の方たちと交

流しました。午後からは九州各県と福岡市、北九州市の代表が思い思いの内容で意見発表し、その後の質問も

活発にやり取りが行われました。「室内活動コース」では音楽と芸術を楽しむ室内活動が行われ、参加型音楽イ

ベント「MLAP（むらっぷ）」※で身体を動かした後、午後からはサンドアートや缶バッジ作成、ライブペイントなど体

験ワークショップを楽しみました。「FUKUOKA体験コース」はチームラボ・フォレスト体験や明太子作り体験、買い

物などで福岡の街を満喫しました。参加されたみなさんは口々に楽しかったと笑顔で報告されていました。（吉井）

※MLAP（むらっぷ）・・・年齢・性別・国籍・障がいや音楽経験の有無などに関わらず、地域住民の誰もが参加できる―あら

ゆる人に生涯音楽プロジェクト―Music with Life for All Project の略。（福岡市手をつなぐ育成会 HP より）

九州地区手をつなぐ育成会福岡市大会に参加して                      

私は育成会福岡市大会の長崎県代表に選ばれてから、ずっとこの日を楽

しみにしていました。午前中のサイコロトークは、知る見るプログラムの内容

とは違う視点で話をしたり、聞いたりできてとても楽しかったです。午後の発

表では、他の６名の発表もとても勉強になりました。特に、私は一般就労を目

指しているので、スーパーで働いている方の発表が印象に残っています。

また、ロビーではいろいろな物を販売しており、私は発表者の方が利用す

る事業所で作ったパンを購入し、おいしくいただきました。

今回の貴重な体験を忘れずに、自分の夢の実現に向けてこれからも明る

く元気に頑張りたいと思います。（西海市手をつなぐ育成会 新地 真由美）

                    ～5～         愛育ながさき Ｎｏ．59



特別全国障害者スポーツ大会メダル獲得者（知的障害者のみ掲載）
令和 5 年 10 月 28 日～30 日まで「燃ゆる感動かごしま大会」をスローガンに鹿児島県で開催され、長崎

県から個人競技 39 名と知的バスケットボール男子 10 名、知的混合サッカー16 名、聴覚バレーボール

男女各 11 名が参加し、金メダル 16 個、銀メダル 10 個、銅メダル 17 個計 43 個を獲得しました。

～ボウリング競技に出場して～ 長崎大学教育学部附属特別支援学校 高等部三年 山口 大惺

私は、県代表選手に選ばれた時は、心の中が驚いたし、希望が叶ってとても

嬉しかったです。対戦する相手にどんな選手がいるのか凄く楽しみでした。

鹿児島での事前練習では、私と同じようにフックボールを投げる選手や両手

投げやサムレスで強いボールを投げる選手もいたので、全国大会はやっぱり

凄いと思いました。本番 1 日目は、レーンコンディションが難しく緊張もしました

が、お父さんや学校の谷本先生も応援に来てくれて、凄く勇気が出たし気合も

入ったので、最後まで諦めずに投げて２Ｇ平均 182 点が出せました。2 日目は

少し調子が悪かったけど、集中して丁寧に投げて 2G 平均 172 点で合計 708

点でした。結果は、銀メダルで悔しかったけど、全国の人達と一緒に投げられ

て楽しかったし、とても良い経験になりました。

翌日の閉会式では、各競技の映像やＣ＆Ｋの演奏などもあり、競泳の宮下純一選手や陸上の室伏広治選

手も見る事が出来て、とても感動した心に残る閉会式でした。来年も出場するチャンスがあったら今度は平均

200 点以上で金メダルを目指します。これからもしっかり練習をして、本番で落ち着いて投げられるように頑張っ

ていきます。燃ゆる感動かごしま大会に出られて本当に良かったです。応援頂き有難うございました。

障害のある人が思いをつづった詩にメロディーをつけて披露するわたぼう

しコンサート。8/27、長崎市民会館で 3 年ぶりに開催され、作詞の部に応募

した 161 篇の中から、西海市手をつなぐ育成会の新地真由美さんが 2 度目

の入選を果たされました。

♪受賞のことば♪

2019 年に引き続いて今回も入選することができました。

フルーツポンチに、フルーツが入っていたらおいしいですね。でもお肉や野

菜が入っていたらおいしくありません。でも、お肉や野菜は野菜炒めにしたらおいしいですね。個性や性格が

合う人たちはお互いにつながり合いますが、そうでない人もいます。個性や性格が合わない人もそれぞれ認め

合うことができたら素敵に輝くと思います。フルーツでフルーツポンチ。お肉と野菜で野菜いため。それぞれの

個性を認め合って、一人一人が輝ける人生を送ってほしいという気持ちを込めて「フルーツポンチ」という、詩を

書きました。曲もついてとても素敵なメロディーになり、わたぼうし大賞とはなりませんでしたが県知事賞をいた

だきとても光栄でうれしく思います。また、他の方の詩やメロディーもとてもステキでした。次はわたぼうし大賞を

目標にこれからも詩をたくさん書いていきたいです。(西海市手をつなぐ育成会 新地 真由美)

競技種目 選 手 名 種 目 １ 種 目 ２

陸上競技

臼木 大悟＊ 200m 第１位 100m 第１位

西山  蓮＊ 100m 第 2 位

本田 将真 100m 第３位

大石  祥＊ 100m 第１位
古川 侑佳 100m 第３位

木村 陽菜＊ 200m 第２位
大石  透 ジャベリックスロー2 位

上記＊4 名 4×100m リレー第 1 位

水泳競技
大砂 陽菜乃 25m 自由形第１位 25m 背泳ぎ第１位

出口 楓真 25m 自由形第 3 位

卓球競技
太田 歩美 一般卓球第１位

志田 毅立 一般卓球第２位

ボウリング競技 山口 大惺 第 2 位
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作曲・演奏者と。中央が新地さん

大会出場選手と。中央が山口さん



ながさき育成会フォーラムの後半、グループディスカッション『育成会の活性化について』で、島原市育成会

の方が発表、紹介されていました。この魅力的なキャンプに参加したくて入会される人、ボランティアとして参加

することで育成会を応援してくれる人がいるとのこと。長く続いている活動から学ぶ事も多いのでは？主催の島

原市育成会にお話を伺いました。

島原市手をつなぐ育成会では、毎年、夏休みに、特別支援学校と市内特別支

援学級の小中学生、その兄弟姉妹児を対象とする「ひまわりキャンプ（2 泊 3 日）」

を参加児童生徒約 40～45 名 ボランティア約 100 名（ボラ内訳：子どもたちへの

直接支援・夜廻り・調理・各会場への送迎・開催時のイベント等）で開催しています。

コロナ禍で令和2年度と 3年度は中止となりましたが、子どもたちや保護者から

「何かしてほしい」との声が聞かれ、4 年度は、「プチひまわり」と名称を変え、日帰

り行事（3 コース：ゆっくりコース・乗馬コース・列車乗車）を 16 世帯 48 名の参加者

とボランティア 33 名 計 81 名で開催しました。

令和 5 年度も、まだ 2 泊 3 日の大勢でのキャンプは難しいと判断

し、特別支援学校職員有志と当法人職員有志で、地元の島原鉄道が

行っているカフェトレイン（地元のグルメとスイーツを楽しみながらの観

光列車）2 両を貸し切り、11 月 23 日に 15 世帯 42 名、ボランティア 18

名（緊急車両・看護師・イベント担当含む）で「プチひまわり」を開催し

ました。

カフェトレイン内での食事はもちろん、ＣＭで

有名になった「日本で一番海に近い駅 大三東

駅」に停車し、願いを込めて幸せの黄色いハンカチを取り付けたり、ひまわりキャンプのテ

ーマ曲「ひまわりえがお」を歌ったりと、観光客も一緒になって盛り上がりました。

初めての企画を実施するには、やる気・時間・労力が必要ですが、日頃、家族だけでは

行う事が難しいと思われることを企画開催し、子どもたちと家族のみなさんが笑顔いっぱ

いで楽しみ、喜んでいる様子を見ると、「開催してよかった」と心から思います。

私たち育成会と事業所が挑戦し続けることが、障がいのある人たちの理解と地域づくり

につながると確信しています。（島原市手をつなぐ育成会 統括管理者 菅 敏洋）
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行      事 月   日 場 所 及び 主 催 概       要

障害者 110 番事業

無料法律相談

１月 18 日(木)

２月６日(火)

時津町
総合福祉センター

諌早市社会福祉会館

13:30～14:00「保険のはなし」
（ぜんち共済・生活ｻﾎﾟｰﾄ協会）

14:00～15:30 講話・質疑
「障害者差別・虐待などの

悩み相談について」（後見含む）
  弁護士 曽場尾 雅広氏

15:30～17:00 個別相談（なんでも可）

令和 5 年度

全国手をつなぐ事業所

協議会全国研修大会・

長崎県大会

２月 24 日(土)

出島メッセ長崎    

2 階コンベンションﾎｰﾙ

1 階会議室 101

10:00～10:40 開会行事

10:45～12:00 行政説明

12:50～14:20 基調講演

14:30～16:30 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

16:30～16:45 閉会行事

本人部会「長崎きずな」

連絡協議会
３月３日(日)    

長崎県

総合福祉センター  

10:00～12:00
1 年間の反省・次年度に向けて

全国育成会フォーラム

会長・事務局長会議
３月中旬 全育連(東京)

対面開催、育成会フォーラム・行政

説明は事前収録配信方式も検討

長崎県育成会理事会 ３月 22 日(金)
長崎県

総合福祉センター

13：00～16：00   
R5 年度補正予算等
R6 年度事業計画・予算等
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「手をつなぐ」は、知的な障害のある当事者（本人・家族）に関しての

教育・福祉・労働等々の諸施策を中心に、全国手をつなぐ育成会連合会が編集・

発行している月刊誌です。文字どおり、全国の仲間が「手をつなぐ」ため

に役立つ情報誌です。   年間 3,９00 円 B5 版 48 ページ

長崎県手をつなぐ育成会までご連絡ください。

お申込みは TEL 095-846-8730 FAX 095-846-8738 へ


